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月 20 日 

■ これからのＡＡ （退任の挨拶に代えて） 
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Ａ類常任理事 小山茂 

（1）ＡＡは 50 年が経ち、間違いなく自助グループとして成長し続けていることを確信します。 

私は JSOが開設された昭和56年と同じ年に生活保護の更生施設で利用者支援の仕事を始め４０年が経ちましたが、現在のＡＡは評議

会や常任理事の方々の日々の頑張りで全国のＡＡの進め方や良好なコミュニケーションや人々と様々な意見を受け入れる包容力やスピ

リチュアルなど、すべての面で自助グループとして成長し続けていることを感じています。 
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私が現在も感じている事は、地域の方々がアルコール問題の深

刻さと断酒の方法を知らず、自助グループのＡＡの存在が知られ

ていない事です。 

「アノニマス系」のＡＡはグループとして一人一人の回復・成長を

果たしながら、自助グループとして社会に活動内容を発信すること

も必要であると考えていますが、効果的な断酒のための方法の一

つとして厚労省が主催する「アルコール健康障害対策基本法」の

会議でメンバーがアノニマスを守りながら発言する機会(*1)を得る

ようになり、社会に発信する流れを大変嬉しく考えています。これも

ＡＡの皆様の理解とアルコール問題に関わりながら公的会議で活

躍している元Ａ類の先生方のご活躍の賜物と嬉しく受け止めてい

ます。 

(*1) 平成２７年３月２日（月）第４回ｱﾙｺｰﾙ健康障害対策関係者会議・令

和２年２月６日（木）第２１回ｱﾙｺｰﾙ健康障害対策関係者会議・令和３年１１

月１５日アルコール関連問題啓発週間ｲﾍﾞﾝﾄ・ｵﾝﾗｲﾝｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

また、「ＡＡ日本常任理事会承認広報ＰＰＴ（パワーポイント）」を

作成したためデーター資料の“見える化”により、全国に広くＡＡの

広報活動が進んでいく事を期待しています。 

（2）情報の伝達に必要なデーターの活用とオンラインの活用 

現代はペーパーレスの時代になり、ＡＡは全国のグループや会

員の方々に必要な情報を伝えることが益々大事になったため、必

要な情報を伝えるためにシステム化と多くの方々のお手伝い等が

必要になります。 

（3） フルオンラインの効果と心地良さ 

この二年間はコロナのためにＡＡも活動が制限され、ミーティン

グができない苦しい時期を過ごしましたが、その中からオンラインを

使ってミーティングや大会や評議会を行い、第１回西日本圏ゼネラ

ル・サービス・フォーラムも初めてのフルオンラインで開催され、メン

バーの方々の努力と皆様の協力があって見事に成功しました。 

オンラインのお陰で遠く離れた方とお会いでき、必要な議論を積

み重ねながらメッセージを運ぶ広報の方法や問題点や、メンバー

の方々の苦労や皆様の成果を共有することができたことが大変な

収穫でした。これからもオンラインという便利なツールを使って効果

的な活動ができると信じています。 

（4）ＡＡの多様性（ダイバーシテイ） 

ＡＡは多くの国の方々、多様な民族、様々な文化を持った方々

と多様性（ダイバーシテイ）を持った自助グループであり、全ての

人々を受け入れ、グループの包容力で一人一人のメンバーの成

長と回復を支えながら、ＡＡという自助グループも成長していること

を確信しています。ＡＡは、まさしく多様性（ダイバーシテイ）を見事

に具現化した団体と言えるでしょう。 

（５）グループや個人が成長するステップを基本にした素晴らしさ 

私が思うことですが、ＡＡのメンバーが成長する姿は例えて言え

ば人が「富士山を登る姿」のように見えます。ＡＡのメンバーが 12

のステップを踏むそのステップは、富士山を一歩一歩登る人の姿

のように見え、一巡すると富士山の一合目に到達して次のステップ

の２合目のステップでは見える景色が変わっているように、人が成

長していると感じています。 

人が永い時間をかけて富士山の頂上である九合目まで到達し

た時は、仏教でいう煩悩（12×９=108）を乗り越えて人として完成し

ていく姿だと思います。 

ＡＡの先ゆく人が成長していく姿は、あたかも人形であるピノキオ

が鯨のお腹を通って人間になっていくようにアルコール依存症に

なってから回復・成長していく姿と同じように見えるのです。 

私が素晴らしい自助グループに出会えたのはハイヤパワーの賜

物であると思いますし、これからも皆様の人生に伴走していくつもり

でおります。いや、正確には皆様を追いかけていくのでしょう。 

コロナ過で世界中の人々が苦しみ、不安な日常が続いています

Alcoholics Anonymous 
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が、こんな時だからこそがメンバーが唱える「小さなお祈り」から学

ぶ『受け容れる落ち着きと、変えられるものは変えてゆく勇気と、二

つのものを見分ける賢さ』をかみしめながら、一日も早くコロナ過が

納まり、平安な日々に戻ることを痛切に感じています。 

 

■Ｂ類常任理事退任の挨拶 （２０２２年３月３１日付） 

* - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - +  

常任理事退任にあたり ～ 

常任理事会 議長・企画担当理事 村川 

2018 年４月、初めての常任理事会に参加した緊張と戸惑いを覚

えています。それから４年がたち、先週 3/5～6 日に次の理事のた

めのオリエンテーションと役割の引継ぎ、それから常任理事会の棚

卸しを終えて、いまこの原稿を書いています。 

この２日間は、担当理事からの勧告事項の具体的な引継ぎにと

どまらず、棚卸しや分かち合いを行うことで、常任理事会の全体的

な方針や原理など、常任理事会の良心を受け渡すことが出来たと

感じています。常任理事会機構が始まってより、草創期の情熱と信

仰を、その情熱を引き受け、試行錯誤を繰り返す成長の痛みを、

そして埋め合わせが感謝へつながり、更に発展し継続させていく。

その都度の理事会が、ステップ、伝統、概念という 36の原理を使っ

て辿ってきた、その一部に私自身も加えて頂いてきたことを感じて

います。そして、次に受け渡していくことにより与えられる 12番目の

ステップにも似たそんな喜びと、常任理事会の愛がサービスの輪と

なって広がっていく、その確信を噛みしめています。 

評議会からは、時に厳しくも暖かい励ましを、数々の助言と気づ

きを、そしてなによりたくさんの信頼を頂きました。過去全ての常任

理事会からは経験と感謝、そして歴史の一部としての誇りを頂きま

した。ＪＳＯスタッフの皆さんや理事会委員会、評議会事務局やボラ

ンティアのメンバー、各実行委員会の皆さんからは、信頼と協力を、

新しい考えや情報を、時間と労力を、心からの励ましを頂きました。 

そして、共に責任を負い、性別も年齢も、互いの立場や信条も、

時に混乱する感情もこえて、このみんなの愛する共同体のために

一緒に活動して下さった、常任理事会の皆さんには、尊敬と感謝

の気持ちでいっぱいです。ほんとうにありがとうございました。意味

のある人生を与えて頂いた恵みに感謝しています。 

最後に、私を陰で支え続けてくれた家族への心からの感謝を添

えて、退任の挨拶とさせて頂きます。 

 

感 謝 ～                  全国選出常任理事 大迫 

常任理事の 4 年間の任期がまもなく終わります。全国選出常任

理事、出版担当理事、財務担当、プラスして後半 2 年間は常任理

事会村川議長の補佐、そして 2021 年は第１回西日本圏ＧＳＦ（ゼ

ネラル・サービス・フォーラム）のチェアパーソンとして、微力ながら

悔いなく精一杯やらせて頂きました。私自身の未熟さで至らない部

分も多々ありましたが、常任理事として多くの仲間と一緒に活動し、

この共同体に奉仕させて頂けたことを誇りに思います。振り返れば、

2020 年の新型コロナウイルス禍や財政危機、ビッグブック改訂など

出版や同時進行の複数プロジェクト、常任理事会内外で起こる

様々な問題や課題に対して責任をもって建設的に対処できたこと

は、13 年前に離婚し仕事も失って、アルコール無しで再び社会の

中で生きていけるとは全く思えず、自己憐憫と不安で自分のことだ

けを考えて AA に繋がった当時は、到底想像もつかなかったことで

す。これは自分の力ではなく、AAの霊的な路線の生き方の中で与

えられた私にとっては奇跡とかいえない恵みです。 

この 4年間、私生活ではサラリーマンとして週 5日仕事しながら、

家庭では 5年前に結婚した妻との時間も確保し、一人のAAメンバ

ーとしてはホームグループと、たまには他のオンラインミーティング

や AAイベントに参加しながら、仕事、家庭、常任理事と、どの役目

も破綻せずに（肝臓疾患で 3度の入院治療など危うい場面もありま

しが）何とかバランスをとれたのではないかと思います。 

ゼネラルサービスの根幹である出版事業に担当理事として携わ

れたことや、厚生労働省アルコール健康障害対策関係者会議で

参考人として AA の説明など貴重な経験もさせて頂きましたが、そ

れ以上に全国の多くの素敵な仲間達と AA の同じ目的に向かって

共に活動できたことは、私の生涯の宝です。あらためて一緒に活

動した常任理事会メンバー、ＪＳＯの 3名の職員、評議員の皆さん、

出版委員会や訳語検討委員会、西日本圏ＧＳＦ実行委員会等の

各委員会メンバー、テクノロジー委員、翻訳や通訳、評議会事務

局ボランティア、ゼネラルサービスと皆さんの JSOを献金で支えてく

れた全国のメンバー、そして妻、ＡＡのプログラムを手渡し見守って

くれたスポンサーに感謝と、ＡＡの先人たちに敬意を表します。あり

がとうございました。 

 

一人でも多くのアルコホーリクの命が、そして人生が救われることを

願います ～             西日本圏選出常任理事 佐藤 

2020 年 10 月より、欠員補充で常任理事会メンバーに加わり、今

年３月で任期終了となります。短い任期でしたが、おかげさまで評

議会に２回出席しましたし、幸運にも自分の所属する地域で開催さ

れた西日本圏ＧＳＦも経験できました。 

このフルオンラインでの西日本圏ＧＳＦは、実に素晴らしい経験

でした。開催初日の 2021 年 12月 18 日（土）に辿り着くまでに、実

行委員会が数多く開催されましたし、今から振り返りますと、二度と

経験できないだろう…と思える、とても貴重な経験になりました。 

そして、このイベントに向けて、当日プログラムでの各役割、スピ

ーカーや司会の分かち合いについて多くの仲間に説明し、また相

談したことも、とても良い思い出です。それを仲間が快く引き受けて
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くれたことも、とても嬉しく感謝の思いです。 

忘れられないのは、開催初日から続いた二日間の熱気と、充実

しためまぐるしさと、気持ちの高揚感…、これまた貴重な経験で、滅

多にない、何とも言えない興奮を覚えました。エンディングでの感

動もまたひとしおでした。次回の東日本圏ＧＳＦが、とても楽しみに

なっております。 

このように盛り沢山にいろいろなサービスが続いた僅か１年半あ

まりの任期でした。役割に追われているうち、実に学ぶことも多くて、

ＩＴ用語や情報技術、ことに数年で普及したオンラインの活用技術

も大いに学ぶ必要が生まれたりしました。そして、これらが次々と続

いていくうちに、またたく間に役割を手放す日が訪れた、という感じ

です…。 

折しもコロナ禍が始まっていて、世の中は、これまでとは一変して

いました。ＡＡでの会議はすべてオンラインで、従来のＪＳＯに集ま

り行う常任理事会等の会議を一度も経験しないままに、退任のとき

がやってきました。 

常任理事としての役割も、メンバーとの交流も、その８０％以上は

オンラインでおこなってきたような感じです。しかしながら、意外にも

回数は多くて、それなりに中身は濃かったような気がしています。 

常任理事会での担当は、第２分科会で、BOX-916 と、矯正・保

護施設でした。BOX-916では、編集委員会と、916 頒促委員会の

オンライン会議が、毎月それぞれ、一回ずつ開かれて、毎回、学

ぶところも多くて、意義ある感触でした。ほかにもフォーラムや研修

会も数多く、全てオンラインでしたが、けっこうたくさん参加できまし

た。 

オンラインの普及と常任理事会メンバーのおかげで、ステッピン

グ・ストーンズ(https://www.steppingstones.org)のツアーも参加で

きましたし、アメリカ・カナダのオンラインイベント PRAASA2021 

(Pacific Region A.A. Service Assembly 2021)にも参加できました。

また、西日本圏ＧＳＦにはアメリカ・カナダの常任理事やＧＳＯ所長

もビデオでご参加を頂きました。さらに、先日の常任理事会にはア

メリカ・カナダのＡ類、Ｂ類の常任理事、そしてＡＡワールドサービ

ス社のディレクターと、なんと、５人もご参加頂きました。このように、

仲間の力強い奉仕とオンラインの普及によって、一気に国際的に

なってきていることを感じています。 

日本 AA も、そして日本の常任理事会も、確実に成長している、

と確信しています。これから、ますます社会にむけてＡＡの活動内

容を伝え、ＡＡをもっと知っていただき、一人でも多くのアルコホー

リクの命が、そして人生が救われることを願います。 

関係者の皆様、私たちＡＡの仲間、ほんとうにどうもありがとうござ

いました。これからもどうぞよろしくお願いします。 

 

 

※星ＷＳＭ評議員退任の挨拶、及び小谷理事（全国選出Ｂ類常

任理事、２０２２年２月８日付）着任の挨拶は、２０２２年４月１日より

着任される理事会メンバーの挨拶と共に、次回２０９号に掲載いた

します。                  （ニューズレター編集委員会） 

 

■第２７回評議会（２０２２年２月５～７日）を終えて 

* - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - +  

全ての議題が尊重され大切に扱われている 

第１分科会議長 石田（東関越地域選出評議員） 

私は 2008年 6月初めて AA ミーティングに参加しました。約 9 ヶ

月の連続飲酒の果てに辿り着いた会場は、蛍光灯すら私の部屋

のものとは違うのではないかと思うほど明るかったのを覚えていま

す。初日こそ夜飲んでしまいましたが、翌日またミーティングに行き、

仲間に提案されるままにグループ、スポンサーを決め、会場での役

割も教わりながら一つ一つ経験させていただきました。やがて代議

員として分割前の関東甲信越地域集会に参加し、その人数とエネ

ルギーに圧倒されたのが私とゼネラルサービスの出会いでした。そ

の後地区や地域の役割を与えていただく中で、身近な仲間たちが

評議員になっていきました。その背中を見ながら「いつか自分も

…」と、漠然とした希望があったのを覚えています。 

願いは叶えられ、2021 年 7 月東関越地域前期評議員に選出し

ていただきました。その年の暮れに送付されてきたずっしりと重い

議題。聞きしに勝るその量と内容に「どうすれば良いのだろう」と茫

然としました。 

議題と取り組むうちに次々疑問が湧き、読むほどにわからないこ

とが増えていき、評議会が近づくにつれ不安になっていきましたが、

数回の勉強会をオンラインで開いていただき、また事務局の皆様

の御尽力に支えられ当日を迎えることができました。 

評議会では第１分科会を担当しました。分科会及び全体会議を

通して感じたことは、全ての議題が尊重され大切に扱われていると

いうことでした。私の頭を疑問符でいっぱいにした議題も、様々な

方向から念入りに検討され個人のエゴとは遠く離れた場所で吟味

されていきました。 

評議会の最後、全員で平安の祈りを唱和した時(私は子供時代

も飲んでいた頃も滅多に泣かないし泣けなかったのですが)涙が出

ました。オンライン開催ではありましたが事務局の皆様を始め多く

の仲間に支えられてこの場にいられることに感謝が溢れました。こ

れからも愛とサービスの輪の一部として尽くしていきたいと思います。

ありがとうございました。 

 

手渡されたことの幸せ、手渡していく責任 

第２分科会議長 曽根（中部北陸地域選出評議員） 

評議会での審議に参加する不安を先行く仲間に伝えたら、概念
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3 の決定権を読むよう提案されました。自分の良心に従って行動

（投票）することができないロボット評議員では任されたしもべとは

ほど遠い、と書かれており、真剣に審議して自分の意見を持つこと

の大切さと、その結果を持ち帰り仲間にきちんと伝えることの責任

について分かち合いの時間を頂いてから評議会に臨みました。 

AA に来て間もなくの頃、人と違う意見を言うのが苦手で周りに合

わせてしまう（でも勝手に行動する・・）私が経験した印象的な出来

事があります。先行く仲間同士の「真剣な喧嘩？」です。ミーティン

グ前、いつも穏やかで仲良く見えるお二人が激しい言い争いを始

めなぜか周りも止めないのでビビりながら聞いていました。定員に

達し締切ったイベントに追加参加を認めるか否かという内容でどち

らの言い分にもなるほどと思う所があり、でもこんなに真剣に喧嘩

するなんて何で？と思っているうちに時間通りミーティングが始まり

言い争いもピタッと終わったことに驚きました。もっと驚いたのは、

帰り道ではいつもの穏やかで楽しいお二人だったことです。その時

ふと気付きました。自分は退院直後のラウンドアップで繋がれたけ

れど誘われたタイミングは締切りをとうに過ぎていたはずで、自分

の知らないところで大勢の仲間たちの苦労があった結果なのだと。

先行く仲間の新しい人への思いの深さを感じ、自分が飲まないで

いるだけでは足りないのだという思いに至りました。同時に、こんな

喧嘩ができるくらい真剣に AA のことを考えられる日が自分にも来

るのかしら、と思ったことを鮮明に憶えています。この衝撃的な経験

が、その後に私がサービスに関わるようになった原点だったと思っ

ています。 

評議会に参加して、事前の勉強会から仲間の真剣な熱量がオン

ラインでも感じられ度々感動を覚えました。また、今までお会いする

ことがなかった常任理事のみなさまのお人柄に触れることができ、

AA のサービスに真摯に取り組まれる「奉仕の姿」を見せて頂きまし

た。大切なものを「手渡されている」と確かに実感した感謝の 3日間

でした。 

この度、第二分科会議長という貴重な機会を頂きました。誠心誠

意努力し、楽しみ、手渡されたものをしっかり次の人に手渡してい

けるよう責任を担っていきたいと思います。 

 

愛と希望と素晴らしいパワーを感じ最終日は感動で 

第３分科会議長 高尾（九州沖縄地域選出評議員） 

評議会は、昨年のオブザーバー参加しか経験がなく不安もあっ

たのですが、ＡＡはスポンサーやサービススポンサーを持つという

しっかりとしたサポートシステムがあることで、飲まないで生きる上で

も役割を担う上でもとても助けられています。 

評議員となり暫くすると、ＪＳＯより分厚い書類の束が送られてきま

したが、その分厚い書類に目を通しても内容がいまいち理解でき

ないのです。どうしようと困り果てましたが、オンラインで事前にその

背景や理由を学ぶ評議員勉強会があり、深く理解をすることができ

ました。 

今年も評議会はオンライン形式で開催されたのですが、評議会

当日に評議員が困らないよう裏方の事務局やテクノロジー担当の

方々と共に、事前にデバイスの操作方法、議事の進行、発言の仕

方、採決の取り方、などのレクチャーがありました。評議会を支える

方々のお蔭で、評議会当日は議案を含め何一つ憂慮することがあ

りませんでした。愛と希望と素晴らしいパワーを感じ最終日は感動

で涙が溢れました。 

さて、日本では２０２０年１月上旬から新型コロナが感染拡大し、

社会生活状況が一変しました。もちろん、日本だけではなく世界中

で会場に集まりミーティングを開催することが困難になりました。 

そのような中、３月上旬から私のホームグループであるなごみグ

ループでは、会場が使えない時はインターネットを使ったミーティ

ングをすることになりました。オンラインミーティングで一番困ったこ

とは「献金の方法」でした。取り敢えず、個人献金に切り替えました。

あれから２年が過ぎ、グループのオンラインミーティングではキャッ

シュレス決済を活用しグループ献金の呼びかけが出来るようになり

ました。 

今、時代は大きな転換期を迎え、インターネットでいとも簡単に

他国のＡＡメンバーとも交流を深められるようになっています。 

今年は、オンラインで PRAASA２０２１という、アメリカとカナダの太

平洋広域 AAサービス集会に出席させていただきました。カナダ在

住の仲間が通訳をして下さり、他国のサービスに関わるメンバーの

経験を分かち合う機会に恵まれとても有意義な時間でした。 

日本の評議会でも PRAASA２０２１でも感じたのは、まだ苦しんで

いる仲間にＡＡの「経験と力と希望」をどう伝えていくかという温か

い愛情でした。 

地区や地域の皆様にきちんと評議会の議案について報告ができ

るよう、また、ＡＡや社会の役に立つ人間になれるよう精進して行く

所存です。どうぞ、よろしくお願い致します。 
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